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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第54期

第１四半期
連結累計期間

第55期
第１四半期
連結累計期間

第54期

会計期間
自　2018年４月１日
至　2018年６月30日

自　2019年４月１日
至　2019年６月30日

自　2018年４月１日
至　2019年３月31日

売上高 (千円) 3,034,594 3,051,263 13,818,300

経常利益 (千円) 228,234 148,483 1,352,428

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 93,389 98,458 877,890

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 89,594 88,534 994,083

純資産額 (千円) 8,288,265 9,085,766 9,123,008

総資産額 (千円) 12,683,090 13,141,064 13,675,614

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 6.70 7.06 62.94

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 66.4 69.1 66.7
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策等により企業収益や雇用情勢の改善を

背景に緩やかな回復基調が継続しました。

一方で海外経済は通商問題の動向、中国経済の先行き、政策に関する不確実性など、依然として不透明な状況

が続いております。

航空業界では、引き続き訪日旅客は昨年度を上回る水準で推移しており、国際線の路線開設・増便が進み、需

要は堅調に推移しております。

このような状況下における当社業績は、動力事業は堅調に推移し増収した一方で、整備事業、付帯事業では減

収となったものの、売上高合計は30億51百万円と前年同期比16百万円（0.5％）の増収となりました。

営業費用につきましては、原材料費や、減価償却費が減少したものの、適正な人員配置による労務費の増加に

より、29億11百万円と前年同期比１億10百万円（3.9％）の増加となりました。

以上により、営業利益は１億39百万円と前年同期比93百万円（40.1％）の減益、経常利益は、１億48百万円と

前年同期比79百万円（34.9％）の減益、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前期に繰延税金資産の取り崩し

に伴い法人税等調整額が増加していたため、当期は法人税等調整額が減少し、98百万円と前年同期比５百万円

（5.4％）の増益となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりです。

 

・動力事業

航空需要拡大と前期10月より中部空港にて事業開始したことに伴い電力供給機会が大幅に増加したことや、

A350、787機材増加に伴い便単価が上昇したことにより、売上高は14億52百万円と前年同期比１億21百万円

（9.1％）の増収となりました。

セグメント利益は、上記増収に加え、整備維持費の抑制等により、３億44百万円と前年同期比60百万円

（21.4％）の増益となりました。

 

・整備事業

関西空港において旅客手荷物搬送設備の更新工事に係わる別途契約業務の受注減や、中部空港において動力事

業を展開したことに伴い、動力設備保守契約が減少したこと等により、売上高は11億70百万円と前年同期比43百

万円（3.6％）の減収となりました。

セグメント利益は、上記減収に加え、労務費の増加等により、75百万円と前年同期比82百万円（52.1％）の減

益となりました。
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・付帯事業

新規事業の小売電気販売の増加や、ビジネスジェット駐機数の増加等により増収した一方で、前期の特需で

あった航空機用電源設備設置工事の受注減等により、売上高は４億28百万円と前年同期比61百万円（12.5％）の

減収となりました。

セグメント損益は、減収による原材料費が減少した一方で、労務費の増加等により、20百万円の損失となり、

前年同期比25百万円の減益となりました。

 
（セグメント別業績） （単位：百万円）

 
売上高 セグメント利益又は損失（△）

第54期
第１四半期

第55期
第１四半期

前年同期比(％)
第54期

第１四半期
第55期

第１四半期
前年同期比(％)

動力事業 1,330 1,452 109.1 283 344 121.4

整備事業 1,214 1,170 96.4 158 75 47.9

付帯事業 489 428 87.5 4 △20 －

合計 3,034 3,051 100.5 446 399 89.5

全社費用※ － － － 213 259 122.0

営業利益 － － － 233 139 59.9
 

　※ 全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費です。

　

(2) 財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度（以下「前期」という）末比４億11百万円（5.9％）減少の65億91百万円となりま

した。これは、受取手形及び営業未収入金が８億46百万円減少し、現金及び預金が２億87百万円、商品及び製

品、仕掛品、原材料及び貯蔵品が１億75百万円増加したこと等によります。

固定資産は、前期末比１億23百万円（1.8％）減少の65億49百万円となりました。これは、主に有形固定資産が

66百万円、投資その他の資産が53百万円減少したこと等によります。

この結果、総資産は前期末比５億34百万円（3.9％）減少の131億41百万円となりました。

 

（負債）

流動負債・固定負債は、前期末比４億97百万円（10.9％）減少の40億55百万円となりました。これは、営業未

払金が１億55百万円、未払法人税等が１億76百万円、未払費用が１億15百万円、流動負債・固定負債を合算した

借入金が85百万円減少したこと等によります。

 
（純資産）

純資産合計は、前期末比37百万円（0.4％）減少の90億85百万円となりました。これは、親会社株主に帰属する

四半期純利益及び剰余金の配当を加減算した結果、利益剰余金が27百万円減少したこと等によります。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費は、ありません。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 52,000,000

計 52,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2019年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(2019年８月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 13,950,000 13,950,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

 (スタンダード)

単元株式数は100株で
あります。

計 13,950,000 13,950,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年６月30日 ― 13,950,000 ― 2,038,750 ― 114,700
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2019年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 2,000

 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

139,469 ―
13,946,900

単元未満株式
普通株式

― １単元(100株)未満の株式
1,100

発行済株式総数 13,950,000 ― ―

総株主の議決権 ― 139,469 ―
 

(注)　「単元未満株式」には当社所有の自己株式62株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2019年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式）
株式会社エージーピー

東京都大田区羽田空港
一丁目７番１号

2,000 － 2,000 0.0

計 ― 2,000 － 2,000 0.0
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2019年４月１日から2019年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,424,772 3,711,990

  受取手形及び営業未収入金 2,462,021 1,616,009

  電子記録債権 － 2,970

  商品及び製品 91,088 126,426

  仕掛品 55,946 228,481

  原材料及び貯蔵品 753,034 720,790

  前払費用 173,741 163,010

  その他 42,309 21,900

  貸倒引当金 △89 △49

  流動資産合計 7,002,824 6,591,528

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 10,794,877 10,796,087

    減価償却累計額 △8,764,714 △8,821,374

    建物及び構築物（純額） 2,030,163 1,974,713

   機械装置及び運搬具 10,196,763 10,202,395

    減価償却累計額 △7,610,661 △7,717,390

    機械装置及び運搬具（純額） 2,586,101 2,485,004

   土地 110,608 110,608

   リース資産 94,096 81,911

    減価償却累計額 △79,829 △73,162

    リース資産（純額） 14,267 8,748

   建設仮勘定 247,696 347,886

   その他 575,261 575,207

    減価償却累計額 △510,442 △514,745

    その他（純額） 64,818 60,462

   有形固定資産合計 5,053,655 4,987,424

  無形固定資産   

   特許権 6,068 5,780

   ソフトウエア 58,673 53,651

   ソフトウエア仮勘定 14,050 15,520

   その他 10,937 10,873

   無形固定資産合計 89,729 85,825

  投資その他の資産   

   投資有価証券 283,548 265,867

   繰延税金資産 793,625 752,729

   敷金及び保証金 197,163 200,317

   長期前払費用 20,063 18,703

   退職給付に係る資産 232,858 236,521

   その他 2,145 2,145

   投資その他の資産合計 1,529,404 1,476,285

  固定資産合計 6,672,789 6,549,535

 資産合計 13,675,614 13,141,064
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  営業未払金 792,309 636,943

  1年内返済予定の長期借入金 250,364 165,364

  リース債務 12,926 7,831

  未払法人税等 191,673 15,492

  未払消費税等 64,419 68,195

  未払金 158,971 87,011

  未払費用 611,254 495,757

  その他 44,730 143,199

  流動負債合計 2,126,648 1,619,795

 固定負債   

  長期借入金 292,390 292,390

  リース債務 2,655 1,489

  製品保証引当金 6,697 5,635

  退職給付に係る負債 2,046,297 2,057,875

  資産除去債務 77,763 77,959

  その他 152 152

  固定負債合計 2,425,957 2,435,501

 負債合計 4,552,605 4,055,297

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,038,750 2,038,750

  資本剰余金 114,700 114,700

  利益剰余金 6,985,096 6,957,778

  自己株式 △773 △773

  株主資本合計 9,137,772 9,110,455

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 58,283 43,630

  為替換算調整勘定 755 1,135

  退職給付に係る調整累計額 △73,803 △69,454

  その他の包括利益累計額合計 △14,764 △24,688

 純資産合計 9,123,008 9,085,766

負債純資産合計 13,675,614 13,141,064
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 3,034,594 3,051,263

売上原価 2,559,476 2,580,539

売上総利益 475,118 470,724

販売費及び一般管理費 241,799 330,929

営業利益 233,318 139,794

営業外収益   

 受取配当金 2,935 3,130

 保険事務手数料 244 246

 持分法による投資利益 － 3,439

 受取補償金 － 3,700

 その他 1,500 11

 営業外収益合計 4,680 10,528

営業外費用   

 支払利息 2,190 991

 持分法による投資損失 6,787 －

 その他 787 847

 営業外費用合計 9,765 1,839

経常利益 228,234 148,483

特別損失   

 固定資産除却損 8,624 0

 その他 328 －

 特別損失合計 8,953 0

税金等調整前四半期純利益 219,281 148,483

法人税、住民税及び事業税 7,268 4,582

法人税等調整額 118,866 45,442

法人税等合計 126,135 50,025

四半期純利益 93,146 98,458

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △243 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 93,389 98,458
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

四半期純利益 93,146 98,458

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △8,142 △14,653

 為替換算調整勘定 △2,200 380

 退職給付に係る調整額 6,791 4,349

 その他の包括利益合計 △3,551 △9,923

四半期包括利益 89,594 88,534

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 89,838 88,534

 非支配株主に係る四半期包括利益 △243 －
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

減価償却費 181,007千円 173,499千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日　至　2018年６月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月22日
定時株主総会

普通株式 139,479 10 2018年３月31日 2018年６月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日　至　2019年６月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月21日
定時株主総会

普通株式 125,531 ９ 2019年３月31日 2019年６月24日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント

合計
動力事業 整備事業 付帯事業

売上高     

  外部顧客への売上高 1,330,976 1,214,192 489,425 3,034,594

 セグメント間の内部売上高又は振替高 7,201 24 45,574 52,800

計 1,338,178 1,214,216 535,000 3,087,394

セグメント利益 283,770 158,453 4,163 446,387
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 446,387

全社費用(注) △213,068

四半期連結損益計算書の営業利益 233,318
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 
報告セグメント

合計
動力事業 整備事業 付帯事業

売上高     

  外部顧客への売上高 1,452,602 1,170,429 428,231 3,051,263

 セグメント間の内部売上高又は振替高 354 75 60,041 60,471

計 1,452,956 1,170,505 488,272 3,111,735

セグメント利益又は損失（△） 344,605 75,968 △20,927 399,645
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 399,645

全社費用(注) △259,851

四半期連結損益計算書の営業利益 139,794
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ６円70銭 ７円06銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 93,389 98,458

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

93,389 98,458

普通株式の期中平均株式数(千株) 13,947 13,947
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年８月14日

株式会社エージーピー

取締役会  御中

 

     EY新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  福  田   慶  久  ㊞  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  加　 藤　　敦　 貞  ㊞  

 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エー

ジーピーの2019年４月１日から2020年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2019年４月１日から

2019年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年６月３０日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エージーピー及び連結子会社の２０１９年６月３０日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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